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日
本
最
北
端
の
港
で
あ
る
稚
内
港
に
は
、

1
9
3
6（
昭
和
11
）年
に
建
設
さ
れ
た「
北
防

波
堤
ド
ー
ム
」と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
形
の
防
波

堤
が
あ
る
。宗
谷
海
峡
の
強
烈
な
風
と
波
を
遮

る
半
ア
ー
チ
断
面
の
覆
い
を
持
ち
、そ
れ
を
70

本
の
列
柱
が
支
え
る
、延
長
4
2
7m
の
巨
大

な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
で
あ
る
。

　

優
美
な
カ
ー
ブ
を
描
く
リ
ブ
が
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
繰
り
返
さ
れ
る
回
廊
は
、ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な

が
ら
広
が
り
の
あ
る
独
特
の
空
間
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。リ
ブ
と
壁
が
徐
々
に
馴
染
ん
で
い
く
様

相
や
、柱
同
士
を
つ
な
げ
る
連
続
ア
ー
チ
な
ど
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
造
形
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
特
異
な
構
造
物
は
、当
時
若
干
26
歳

だ
っ
た
土
谷
実
が
、前
例
の
な
い
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、わ
ず
か
2
ヶ

月
で
設
計
し
た
と
い
う
話
が
有
名
で
あ
る
。と

こ
ろ
が
土
谷
自
身
は
、12
歳
先
輩
の
上
司
だ
っ

た
稚
内
築
港
事
務
所
長
の
平
尾
俊
雄
と
の「
合

作
」と
述
べ
て
い
る
。

　

平
尾
は
現
場
の
波
浪
を
深
く
観
察
し
、直
立

の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
で
は
歯
が
立
た
な
い
と
判
断
し

て
い
た
。そ
こ
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
半
ア
ー
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59  この本を薦めます　第 10 回
  西川 和廣　（一財）橋梁調査会 専務理事

60  地域リポート
  特別上級土木技術者北海道会議と 

小野武彦第100代会長との懇談会開催
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2013 年 10 月号

チ
断
面
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
あ
る
。平
尾
は
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
描
き
、詳
細
設
計
を

土
谷
に
託
し
た
の
だ
。そ
し
て
で
き
あ
が
っ
た
設

計
を
携
え
、内
務
省
を
説
得
し
て
歩
き
、実
現

に
こ
ぎ
着
け
た
。こ
う
し
て
稚
内
で
形
成
さ
れ

た
上
司
と
部
下
の
信
頼
関
係
は
、後
年
も
別
の

現
場
で
続
い
た
と
い
う
。

　

往
事
に
は
鉄
道
も
敷
か
れ
、稚
内
と
樺
太
を

結
ぶ
航
路
の
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。戦

後
、ド
ー
ム
は
資
材
置
場
や
石
炭
置
場
な
ど
に

使
わ
れ
た
が
、塩
害
に
よ
る
劣
化
が
著
し
く
進

み
、取
り
壊
し
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。し
か

し
、す
で
に
稚
内
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着
し
て

い
た
た
め
、市
民
か
ら
の
強
い
保
存
要
請
に
よ

り
、1
9
8
0（
昭
和
55
）年
、原
型
に
忠
実
に

改
修
復
元
さ
れ
た
。そ
の
後
、周
辺
が
公
園
整

備
さ
れ
る
な
ど
、市
民
と
の
距
離
が
よ
り
近
く

な
っ
た
。

　

更
新
さ
れ
な
が
ら
も
地
域
文
化
に
し
っ
か
り

寄
り
添
い
、市
民
に
愛
さ
れ
続
け
る
土
木
構
造

物
は
、関
係
者
の
強
い
意
志
と
信
頼
に
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
。
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  スマート時代の都市交通 

─データ活用の温故知新─
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02  会長からのメッセージ
 土木工事の技術的安全性確保・向上のために
 橋本 鋼太郎　土木学会第101代会長

04  見どころ土木遺産　第111回
  山田堰　─暴れ川と地域を結ぶ仲人─
 永村 景子　九州大学大学院 工学研究院

40  被災地からの発信 ［第8回］
 40 東日本大震災で被災した海岸堤防の復旧状況について
  ─仙台湾南部海岸の事例─
  片野 正章　 国土交通省東北地方整備局 仙台河川国道事務所　仙台湾南部海岸復旧推進室 海岸課長

 44　�女川町の復興まちづくり　─復興に携わる多くの人・技術を集結、そして、協働─
  宮崎 久美子　 （株）千代田コンサルタント 社会システム部総合計画課 技師長補
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08  対談　計画×デザイン×データ
 ［対談者］
 羽藤 英二　東京大学
 佐々木 葉　早稲田大学

12  都市圏パーソントリップ調査の歴史
 黒川 洸　（一財）計量計画研究所代表理事

16  交通管制物語　─華やかな舞台に登場した交通制御と情報提供の明暗─
 松尾 武　（一財）阪神高速道路技術センター 上席調査役

20  インタビュー　経路と交通をスマート化する検索技術
 ［語り手］　大西 啓介　（株）ナビタイムジャパン 代表取締役社長
  ［取　材］　井料 隆雅、松川 剛一　編集委員

22  ＂人の流れが見える地図＂「混雑統計Ⓡ」データが 
描く都市計画の未来

 足立 龍太郎　（株）ゼンリンデータコム ネットサービス本部 営業戦略室 マネージャー

26  高度化する首都高速道路の交通情報　─進化、深化、新化による真価発揮─
 割田 博　首都高速道路（株）

28  次代の駅＂Smart Station構想＂を目指して
 中川 剛志　東日本旅客鉄道（株） JR東日本研究開発センター フロンティアサービス研究所 上席研究員（ICT担当）

30  韓国地下鉄におけるスマートインフラの実践例
 金 兌奎　（株）Korea & Japan Transport Consulting 代表取締役

32  大量の運搬車両の運行管理を行う「スマートG-SAFE」の活用事例
 ─災害廃棄物運搬の渋滞回避や落下物対処に車載タブレットを活用─
 野呂 好幸　鹿島建設（株）土木設計本部 計画造成グループ 設計長

34  スマートインフラメンテナンス構想
 ─土木建設業へのICTの貢献─
 甲斐 隆嗣　（株）日立製作所 公共システム事業部 公共ビジネス推進部 部長

36  米国のストームスポッター制度を例とした 
市民参加型スマートインフラの可能性

 鈴木 修　気象庁 観測システム運用長

38  特集関連資料の紹介　スマート時代の都市交通をより深く理解するために


